
 

 

 

 

 

 

 

平成 25 年度市民と議員の懇談会に基づく 

 

提言書 
 

 

 

 

 

 

 

一 関 市 議 会 



当市議会は、平成 2６年１月 25日、26日、２月１日及び２日の

４日間、市内 19カ所の会場において、「市民と議員の懇談会」を開

催いたしました。 

この「懇談会」は、「一関市議会基本条例」の趣旨に基づき、議会

の運営状況または議会が行った施策決定及び政策提言について、市

民に対して説明責任を果たすとともに、市民との意見交換を通じて、

市民の意向を議会活動に反映させることの重要性に鑑み実施したも

のであります。 

懇談会において市民からいただいた様々な意見、提言等につきま

しては、議会運営委員会を中心に協議を重ねた結果、次の 52項目を

提言書としてまとめたところであり、市議会といたしましては、さ

らなる調査等を行い、その実現に向け鋭意努力をしてまいる所存で

あります。 

つきましては、市長にありましても市民の切実な願いを真摯に受

け止めていただき、実現に向け特段のご配慮を賜りますよう念願す

るものであります。 

 

なお、懇談会を通じて非常に心配される実態が浮き彫りになりま

したことから、この際ご指摘をさせていただきます。 

懇談会で出された意見、提言等が、本来、市当局に対して行われ

るべき要望で大半が占められてしまいました。したがって、市当局

におかれましては、より一層市民との対話が必要と感じられました。 



市長は、移動市長室など積極的に市民の中に入っていく姿勢を示

しておりますが、市長のみならず、支所長、部長等も日ごろから市

民と向き合う機会があってしかるべきであり、特にも、支所長は地

域の状況を把握すべき立場にあり、市民の小さな声も見逃すことな

く拾い上げていただく努力を切に願うものであります。 

 

※なお、このほかにいただいた個別事項の提言については、資

料として添付いたします。 

 

平成 2６年４月１４日 

 

 

 

一関市長 勝 部   修 殿 

 

 

 

一関市議会議長 千 葉 大 作 

 


